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令和５年 第４回阿賀野市農業委員会総会会議録 

 

１ 令和５年第４回阿賀野市農業委員会総会は、令和５年４月２８日(金) 午後１時３０分よ

り、阿賀野市 笹神支所 ４階 議場に招集された。 

 

２ 出席者は次のとおりである。 

   ○農業委員 

 １番 本 田   充  ２番 中 村 孝 幸   ３番 齋 藤 正 人 

４番 曽 我 憲 司 ５番 渡 辺  隆 ６番 上 松 千 恵 

７番 本 間 多佳子 ８番 皆 川 光 浩 １１番 菅 井   茂 

１２番 渡 邉   悟 １３番 笠 原 尚 美 １５番 見尾田 正 行 

   

 

   ○推進委員 

 １番 渡邉  聡 ３番 圓 山 德 明 ４番 塩 田   亨 

５番 那須野 一 吉 ６番 五十嵐 和 則 ７番 小 林  司 

８番 伊 藤 剛 栄  ９番 齋 藤 広 範 １１番 松 﨑   学 

   

 

３ 欠席委員   

○農業委員  ９番 阿 部 萬紀夫  １０番 齋 藤 瑞 穂   

１４番 小 林 章 男 

  

〇推進委員  ２番  辻  繁 雄  １０番 長谷川 政 男 

 

４ 遅参委員   な し 

 

５ 早退委員   な し 

 

６ 会長の命により出席した者 

   事務局長           五十嵐 明彦 

      次長             大瀧 秀樹 

   係長             齋藤  恵 

係長             野﨑 耕一 

 

７ 会議の日程は次のとおりである。 

日程第１  議事録署名委員の指名について 

日程第２  会期の決定について 

日程第３  議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可の取り消しについて 

日程第４  議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第５  議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

日程第６  議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画の 

決定について 

日程第７  議案第５号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針（案）について 

   日程第８  議案第６号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その 

他事務の実施状況の公表（案）について 
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日程第９  議案第７号 令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）について 

 

報告第１０号 報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報告第１１号 報告第２号 農地法第５条第１項の事業完了届について 

 

 

８ 審議の結果は次のとおりである。 

 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただ今より令和５年４月定例総会を開会いたしま

す。 

 只今の出席委員は１２名です。定足数に達しております。 

 本日の欠席委員は、９番 阿部委員 、１０番 齋藤委員、１４番 小林

委員の３名であります。 

 推進委員の欠席は、２番 辻推進委員、１０番 長谷川推進委員の２名で

あります。 

それでは、日程第１ 議事録署名委員を指名いたします。 

 ３番 齋藤委員、４番 曽我委員、５番 渡辺委員を指名したいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認め、議事録署名委員を３番 齋藤委員、４番 曽我委員、５

番 渡辺委員にすることに決定しました。 

 続きまして、日程第２ 会期の決定について、お諮りします。 

 会期については、本日１日限りにしたいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認め、会期を本日１日限りにすることに決定しました。 

 本日の書記は、五十嵐局長、大瀧次長、斎藤係長、野﨑係長であります。 

 それでは、日程第３ 議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可

の取り消しについてを議題といたします。事務局の説明をお願いします。野

﨑係長、お願いします。 

 

議案書の１ページをご覧ください。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可の取り消しについて

説明いたします。  

受付番号 1番、譲渡人・譲受人については記載のとおりです。 

土地の所在が発久字道下（みちした）、地目、台帳・現況がともに田、      

地積 438㎡、これを含めまして合計 9筆、13,645.29㎡です。 

譲受・譲渡理由は、「借受地の取得」「財産処分」です。 

契約の内容が令和 5年 3月 1日許可、売買による所有権移転でした。 

取消理由は、譲受人が死亡し、相続人は譲り受ける意向がないことから、

この許可を双方合意で取り消すものです。 

以上で議案第 1号農地法第３条第１項の規定による許可の取消について説

明を終ります。 
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議長 

（見尾田） 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。これから審議に入ります。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第１号 農地法第 3 条第１項の規定による許可の取り消

しについて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。したがいまして、議案第１号 農地法第 3条第１項の

規定による許可の取り消しについて、原案のとおり承認し、許可することに決定

いたしました。 

続きまして、日程第４ 議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許

可申請についてを議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。野﨑係長、お願いします。 

 

議案書の３ページをご覧ください。議案第 2 号 農地法第３条第１項の規

定による許可申請について説明いたします。 

今月の申請件数は、所有権移転が 5 件 47 筆、合計面積が 29,470.53 ㎡で

す。 

受付番号 1 番、下黒瀬字居浦（いうら）、地目、台帳・現況がともに田、

地積 591㎡、これを含めまして 21筆、10,609㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額で 600万円の売買です。 

続きまして受付番号 2 番、上一分字谷地（やち）、地目、台帳・現況がと

もに田、地積 1,349㎡、これを含めまして 20筆、15,792.53㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「財産処分」です。  

契約の内容は、10ａ当たり 30万円での売買です。 

続きまして受付番号 3番、堀越字勧請榎（かんじんえのき）、地目、台帳・

現況がともに田、地積 195㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「財産処分」です。 

契約の内容は、10ａ当たり 30万円での売買です。 

続きまして受付番号 4番、堀越字勧請榎（かんじんえのき）、地目、台帳・

現況がともに田、地積 826㎡、これを含めまして 4筆、1,863㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額 60万円での売買です。 

続きまして受付番号 5 番、下黒瀬字古田（ふるた）、地目、台帳・現況が

ともに田、地積 1,011㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額 55万円での売買です。 

以上ですが、 

本議案について、審査基準の全ての項目について、申請書に記載された内

容が、当該審査基準に該当するか否かについて説明を申し上げます。 

 最初に、申請地に小作人がいるかどうかについては、農地基本台帳及び申

請者より該当しないことを確認いたしました。 

 また、譲受人が権利取得後に、今回取得する全ての農地について耕作され

るかという点については、譲受人からの聴取及び農機具等の所有状況から耕
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議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

作が行われるものと判断いたしました。 

 次に権利取得後の農業従事及び効率的な利用については、通作距離及び農

機具等の所有状況等から、問題はないと判断いたしました。 

下限面積については、全ての案件について要件を満たしております。 

また地域との調和要件については、地区担当委員からの現地調査結果でも

「許可相当」との報告をいただいております。 

 以上で議案第 2号 農地法第 3条第１項の規定による許可申請について

説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入りますが、所有権移転の１番と５番案件の譲受人は推進

委員の３番 圓山推進委員であります。 

また、４番案件の譲受人は８番 皆川委員であります。 

いずれも農業委員会等に関する法律第第３１条で規定されている「議事参

与の制限」に該当しますので、当該関係委員は退室し、該当する案件から先

に審議をしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議がないようですので、そのようにいたします。 

はじめに、所有権移転の１番と５番案件を審議いたしますので、３番 圓

山推進委員の退室をお願いいたします。 

 

― ３番 圓山推進委員 退室 ― 

 

３番 圓山推進員が退出されましたので、所有権移転の１番と５番案件を

審議いたします。 

 ご質疑がございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（「なし」の声） 

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。所有権移転の１番と５番案件について、原案のとおり承認

し、許可することにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、所有権移転の１番と５番案件について、原案のとおり承

認し、許可することに決定いたしました。 

３番 圓山推進委員の入室をお願いいたします。 

 

― ３番 圓山推進委員 入室 ― 

 

３番 圓山推進委員が着席されましたので続けます。 

続きまして、所有権移転の４番案件を審議いたしますので、８番皆川委員

の退出をお願いいたします。 
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議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ８番 皆川委員 退室 ― 

 

８番 皆川委員が退出されましたので、所有権移転の４番案件を審議いた

します。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（「なし」の声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

所有権移転の４番案件について、原案のとおり承認し、許可することにご

異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、所有権移転の４番案件について、原案のとおり承認し、

許可することに決定いたしました。 

８番 皆川委員の入出をお願いいたします。 

 

― ８番 皆川委員 入室 ― 

 

８番 皆川委員が着席されましたので続けます。 

次に、今ほど決定した議事参与の案件以外の案件について審議いたしま

す。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（「なし」の声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

先ほどの議事参与の案件以外の案件について、原案のとおり承認すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、先ほどの議事参与の案件以外の案件について、原案のと

おり承認することに決定いたしました。 

これで議案第２号 農地法第３条１項の規定による許可申請について、す

べて原案のとおり承認することに決定いたしました。 

 

続きまして、日程第５ 議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許

可申請についてを議題といたします。 

 事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いします。 

 

（事務局説明） 
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事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案書 9ページをご覧ください。 

議案第3号 農地法第５条第1項の規定による許可申請について説明いたします。 

受付番号 1番、使用貸借権設定による永久転用です。 

借人・貸人は記載のとおりです。  

土地の所在が保田字向野（むかいの）、 地目 台帳・現況がともに畑、 

地積 265㎡です。 

転用目的は自己用住宅で、 資金計画は記載のとおりです。 

工事期間が令和 5年 5月 10日から令和 5年 12月 31日まで。 

農地区分につきましては、都市計画法に規定する用途地域の「第一種住居地域」

に定められており、第３種農地となります。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は現在、親と同居していますが、家族が増え手狭になって

きたため、伯父の土地である隣地に、使用貸借権を設定し住宅を建築するもので

す。 

場所につきましては、10・11ページの位置図・案内図をご覧ください。 

安田地区、国道 49号マツモトキヨシ安田店から北東側に 200mほどの場所に位置

する土地です。 

12ページには、更正図に申請地として塗りつぶして表示しております。 

13 ページは、土地利用計画図 兼 排水計画図です。隣接する宅地 3,237 番 9

と雑種地 3,237番 10を一体として利用する計画です。隣接の農地被害が及ばな

いよう土留めを設置し、雨水は敷地の一角に集水桝を設け、市道反対側の道路側

溝に流す計画です。駐車スペースには車 3台分、南東側にガーデニングを予定し

ています。下水道につきましては、上下水道局と協議を進めているとのことで報

告をいただいております。 

14・15ページは、平面図・立面図であります。 

 

続きまして、16ページになります。 

受付番号 2番、所有権移転による永久転用です。 

譲受人・譲渡人は記載のとおりです。  

土地の所在が大室字貝喰（かいばみ）、 地目 台帳・現況がともに畑、地積

420㎡です。 

転用目的は資材置場、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間が令和 5年 5月 2日から令和 5年 9月 31日まで。 

農地区分につきましては、住宅等が連たんしている区域に隣接している利用計

画の土地で、一団の農地の規模が 10ha 未満の区域にある農地として、第２種農

地と判断いたしました。 

転用事由は、申請者は隣接する自身の土地 2,135 番 5、原野と一体利用で資材

置として、●●●●●に賃貸するものです。 

場所につきましては、17・18ページの位置図・案内図をご覧ください。 

笹神地区、県道 55号 新潟五泉間瀬線の沿線に位置しています。 

19ページには、更正図に申請地として濃く塗りつぶして表示しております。 

20 ページは土地利用計画図 兼 排水計画図です。雨水は中央に集まり自然浸

透の計画です。申請地の東側に道がありますが、雨水が流れ込まないように建設

課と協議するよう話をしております。資材についきましては、川砂、砂利等とな

っております。 

 

続きまして、21ページになります。 

受付番号 3番、所有権移転による永久転用です。 
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議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

委員 

（渡辺） 

 

 

 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

委員 

（中村） 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

委員 

（菅井） 

 

 

譲受人・譲渡人は記載のとおりです。  

土地の所在が六野瀬字諏訪（すわ）、 地目 台帳・現況がともに畑、 

地積 4.16㎡、これを含めまして、合計２筆で 6.78㎡です。 

転用目的は乗入通路の拡張、 資金計画は記載のとおりです。 

工事期間が令和 5年 5月 2日から令和 5年 6月 30日まで。 

農地区分につきましては、六野瀬集落の住宅が連たんしている区域内にあり、

第３種農地となります。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、国道 49 号から自宅への乗入通路が狭いため、隣接地の一部を譲

り受け、出入口を拡張するものです。また、境界に筆界誤差があったため是正す

るものであります。 

場所につきましては、22・23ページの位置図・案内図をご覧ください。 

安田地区、国号 49 号 六日野集落、六野瀬の信号機から 80ｍほど水原方向に向

かった場所に位置しています。 

24ページは、更正図に申請地を濃く塗りつぶしで表示しております。 

カタカナで小さくホと表示している部分の地番110-4と115-4が乗り入れ通路

と既になっております。道に沿って分筆されている土地は国土交通省のものにな

っております。 

25ページは、土地利用計画図で、併せて排水についても表記しております。 

雨水は現状の通路同様に道路側溝へと流れる計画であります。 

以上で議案第３号 農地法第5条第1項の規定による許可申請について説明を

終わります。 

 

ありがとうございました。 事務局の説明が終わりました。 

この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

１番案件について、５番 渡辺（隆）委員より、現地確認報告をお願いし

ます。 

 

５番 渡辺です。先日、24日月曜日に現地確認をしてまいりました。受付

番号の１番案件について報告いたします。13ページをご覧ください。 

この申請地は畑に家を新築するということです。雨水の流れる方向が矢印

に流れて、側溝と集水桝を新設して、雨水を道路側溝に流しそして、生活雑

排は、下水に流します。特に、問題無いと見てまいりました以上です。 

 

どうもありがとうございました。 

続きまして、受付番号２番の案件について、２番 中村委員より、現地確

認報告をお願いします。 

 

２番中村です。今ほど事務局の説明のあった通りです。排水計画等も問題

ありませんでした。皆さんの慎重な審議をお願いします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、３番案件について、１１番 菅井委員より、現地確認報告を

お願いします。 

 

１１番菅井です。３番案件について説明します。25ページを見てください。 

この場所は、国道 49 号線から個人住宅への出入りする鋭角のある道路で

す。幅は、3.5ｍとそんなに広くはなくこの先の鋭角の端の部分の角を取り 
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議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

事務局 

（齋藤） 

 

 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

住宅に入り易くするための、角取りと思ってください。畑との境に線が２

本ありますが、昔から言われていた境と最近の調査のために測った時の誤差

だそうです。この２本線の昔の境に沿って、U 字見溝が伏せてありますが、

図面上だけで、改めて U字溝を移動するとかいじることは、無いそうです。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

現地確認報告が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。お諮りします。 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、原案の

とおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

ここで説明員を交代いたします。 

 

― 説明員交代 斎藤係長 ― 

 

続きまして、日程第６ 議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定によ

る農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

齋藤係長、お願いします。 

 

「議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計

画の決定について」説明申し上げます。 

今月の受付状況は、所有権移転１件１筆、１，４００㎡、賃貸借権設定２

１件１５１筆、１８７，５８５.３２㎡、使用貸借権設定３件３８筆、 ２８，

２２３㎡、農地中間管理権設定１４２件７２２筆、７３４，０３９.４２㎡

です。 

はじめに所有権移転の案件です。２７ぺージをご覧ください。 

譲渡人、譲受人の読み上げは省略させていただきます。 

なお、譲受人は、認定農業者です。 

それでは、左より 受付番号、土地の所在地、内容順に申し上げます 

１番 長池 1,400㎡ 10a当り 600,000円の売買です 

続きまして 

賃貸借権設定の案件です 

更新案件については、説明を省略させていただきます 

２８ページをご覧ください。 

３番 山口字中道  200㎡ 10a当り 20,000円 

２９ページ 
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４番 新保字巾 外 14筆 6,160㎡ 10a当り コシヒカリ 60㎏ 

３３ページ 

９番 水原字伊賀穂 外８筆 13,510㎡ 10a当り 23,000円 

３４ページ 

１０番 六日野字境塚 外２筆 2,664㎡ 10a当り 15,000円 20,000円 

３５ページ 

１１番 野村字大野地 外４筆 9,308㎡ 10a当り 24,000円  

１２番 上山屋字道下 外５筆 6,349㎡ 10a当り コシヒカリ 90㎏ 

３６ページ 

１４番 寺社字熊堂  2023㎡ 10a当り 22,000円 

３９ページ 

２５番 保田字砂山 外１筆 3,019㎡ 総量コシヒカリ 210㎏ 

２６番 蒔田字子ノ明 外４筆 4,282㎡ 10a当り コシヒカリ 120㎏ 

４１ページ 

２９番 大宮字坂の下 外３筆 3,308㎡ 10a当り 10,000円 

４２ページ 

３０番 水原字伊賀穂 外１０筆 20,929㎡ 10a当り 20,400円 11,709

円 

４４ページ 

３２番 箸木免字村下 817㎡ 10a当り コシヒカリ 60㎏ 

 

次に、使用貸借権設定の案件です 

更新案件については、説明を省略させていただきます 

４５ページ 

２２番 七島字的場 外３５筆 27,279㎡  

４９ページ 

２３番 堀越字石仏 525㎡ 

 

続きまして、農地中間管理権設定です 

公社借入及び公社貸付の案件ですが、市が令和５年５月１０日に公告をおこ

なうことから期間については、令和５年５月１１日から令和１５年５月１０

日までとなっております。 

 

５０ページをご覧ください。 

公社借入の案件です 

１番から９０ページ７１番まで ７１件  

保田字上野林 外３６０筆 367,019.71㎡ 

続きまして、公社貸付の案件です。 

９１ページ７２番から１３２ページ１４２番まで ７１件 

 保田字上野林 外３６０筆 367,019.71㎡ 

以上で、農用地利用集積計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条

第３項の要件である 農用地利用集積計画の内容が、基本構想に適合するも

のであること。 

利用権の設定等を受けた後において、備えるべき要件である 農用地のす

べてを効率的に利用して、耕作又は養畜の事業を行うと認められること。 

農作業に、常時従事すると認められること。 

利用権の設定等を受けた後において、農作業に常時従事すると認められな 

い場合の備えるべき要件である 地域の農業者との適切な役割分担の下、継

続的 かつ安定的に農業経営を行うと 見込まれること。 

利用権を設定する土地について、関係権利者 全ての同意が得られている
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委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことの各要件を 満たしていると考えます。 

また、地域との調和要件については、地区担当委員からの現地調査結果で

も、許可相当と報告をいただいております。 

以上で、議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による 農用地利用

集積計画の決定について説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入りますが、賃貸借権設定の１番と２番案件の譲受人は推

進委員の３番 圓山推進委員であり、２６から２８番案件の譲受人は１２番 

渡邉（悟）委員であります。 

また、使用貸借権設定の５番案件の譲受人は３番 齋藤委員と８番 皆川

委員が関係者であります。 

いずれも農業委員会等に関する法律第第３１条で規定されている「議事参

与の制限」に該当しますので、当該関係委員は退室し、該当する案件から先

に審議をしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議がないようですので、そのようにいたします。 

はじめに、賃貸借権設定の１番と２番案件を審議いたしますので、３番 

圓山推進委員の退室をお願いいたします。 

 

― ３番 圓山推進委員 退室 ― 

 

３番 圓山推進委員が退室されましたので、賃貸借権設定の１番と２番案

件について審議いたします。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

賃貸借権設定の１番と２番案件について、原案のとおり承認することにご

異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、賃貸借権設定の１番と２番案件について、原案のとおり

承認することに決定いたしました。３番 圓山推進委員の入室をお願いいた

します。 

 

― ３番 圓山推進委員 入室 ― 

 

３番 圓山推進員が着席しましたので、続けます。 

 

続きまして、賃貸借権設定の２６番から２８番案件を審議いたしますの

で、１２番 渡邉（悟）委員の退室をお願いいたします。 
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議長 
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― １２番 渡邉（悟）委員 退室 ― 

 

１２番 渡邉（悟）委員が退室されましたので、賃貸借権設定の２６番か

ら２８番案件について審議いたします。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

賃貸借権設定の２６番から２８番案件について、原案のとおり承認するこ

とにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、賃貸借権設定の２６番から２８番案件について、原案の

とおり承認することに決定いたしました。 

１２番 渡邉（悟）委員の入室をお願いいたします。 

 

― １２番 渡邉（悟）委員 入室 ― 

 

１２番 渡邉（悟）委員が着席されましたので続けます。 

続きまして、使用貸借権設定の５番案件について審議いたしますので３番 

齋藤委員と８番 皆川委員の退室をお願いいたします。 

 

― ３番 齋藤委員及び８番 皆川委員 退室 ― 

 

３番 齋藤委員と８番 皆川委員が退室されましたので、使用貸借権設定

の５番案件について審議いたします。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

使用貸借権設定の５番案件について、原案のとおり承認することにご異議

ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、使用貸借権設定の５番案件について、原案のとおり承認

することに決定いたしました。 

３番 齋藤委員と８番 皆川委員の入室をお願いいたします。 

 

― ３番 齋藤委員及び８番 皆川委員 入室 ― 
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３番 齋藤委員と８番 皆川委員が着席されましたので続けます。 

次に、今ほど決定した議事参与の案件以外の案件について審議いたしま

す。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

先ほどの議事参与の案件以外の案件について、原案のとおり承認すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、先ほどの議事参与の案件以外の案件について、原案のと

おり承認することに決定いたしました。 

これで議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集

積計画の決定について、すべて原案のとおり承認することに決定いたしまし

た。 

ここで説明員を交代いたします。 

 

─ 説明員  交代  五十嵐局長 ─  
 

続きまして、日程第７ 議案第５号 農地等の利用の最適化の推進に関す

る指針（案）について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

五十嵐局長、お願いします。 

 

議案第５号 「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」（案）につい

て、ご説明申し上げます。 

議案書は別冊となっております。 

この指針は、平成２８年に作成しておりますが、令和 5年４月１日施行の

改正農業委員会法により、努力義務から必須に変わり法改正を踏まえ修正す

るもであります。また、作成しました指針について公表するものであります。 

つきましては、法改正と同日の改正日、4 月１日でお願いすものでありま

す。 

それでは、議案書１ページをご覧ください。 第 1 基本的な考え方では、 

当市の農業状況を記載し、将来、不耕作地の増加が懸念されることから、

発生防止・解消に努めることと、担い手への農地利用集積・集約を図るため、

「地域計画」に基づいて、農地中間管理事業を活用した利用調整に取り組ん

でいく考えとしております。 

また、地域の強みを活かし、活力ある農業・農村を築くため、農業委員、

推進委員が連携し、担当地区ごとの活動を通じて、「農地等の利用の最適化」

が一体的に進むよう、当農業委員会の指針として、具体的な目標、推進方法、

目標の達成状況に対する評価方法等を定めたものであります。 

長期的な目標として、１０年後を目指す農地の状況等を示すものであり、

改選期である３年ごとに検証・見直しを行うとしております。 
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議長 

（見尾田） 

 

単年度の具体的な活動は、毎年作成するとしておりまして「最適化活動の

目標設定等」としております。 

２ページをご覧ください。第２ 具体的な目標、推進方法及び評価方法 

になります。 

 目標は、大きく３本柱になっております。 

１． 遊休農地の発生防止・解消 

２． 担い手への農地利用の集積・集約化 

３． 新規参入の促進  であります。 

はじめに、遊休農地の発生防止・解消についてでございます。 

解消目標の数値ですが、管内の農地面積は令和５年３月を基に、毎年２０

ha減少することで、１０年後２００ha減で、６,５６０haとしております。 

遊休農地面積は、令和５年３月３．３haを１０年後に５割程度解消させる

ことを目指し、１．６haと設定いたしました。遊休農地の発生防止・解消の

具体的な推進方法ですが、農地利用意向調査や農地中間管理機構との連携、

非農地判断で推進することとしております。 

評価方法は、３ページ上段をご覧ください。単年度ごとで、「農業委員会

の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」で評価いた

します。 

 

次に、担い手への農地利用の集積・集約化についてでございます。 

農地利用集積目標は、１０年後の集積率を８０％として設定しておりま

す。具体的な推進方法・検証としては、これまで取り組んできたことのほか

に、「地域計画」の作成・見直しに主体的に取り組んでいくとしております。 

評価方法は、４ページ中段をご覧ください。単年度ごとで、「農業委員会

の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」で評価いた

します。 

 

次に、新規参入の促進についてでございます。 

新規参入の目標値は、市総合計画に準じ、毎年度、個人は４経営体、法人

は２経営体の参入を計画しておりますので、これを基本に目標設定いたしま

した。１０年後、個人で４０経営体が参入し、累計で４６経営体としました。

法人は２０経営体の参入し、累計で２６経営体としております。 

面積については、現状の令和５年３月での１経営体当りの面積を算出し、

その面積を目標経営体にかけた面積として設定しました。 

推進方法は、関係機関との連携、新規就農フェア等への参加、企業参入の

推進、農業委員会のフォローアップ活動としております。 

評価方法は、５ページ中段をご覧ください。単年度ごとで、「農業委員会

の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」で評価いた

します。 

 

最後に「地域計画」の目標を達成するための役割が前回の方針に追加して

おります。 

以上、簡単ではありますが、議案第５号 「農地等の利用の最適化の推進

に関する指針」（案）について、ご説明させていただきました。よろしくお

願いいたします。 

 

 

 ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 
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議案第５号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針（案）について、

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「な し」の声 ）  

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針

（案）について、承認することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第５号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針

（案）について、承認することで決定いたしました。 

続きまして、日程第８ 議案第６号 令和４年度農業委員会の農地利用の

最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表（案）について、を議題と

いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

五十嵐局長、お願いします。 

 

 それでは、議案第６号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進

の状況その他事務の実施状況の公表（案）について、説明いたします。 

 議案書は別冊の７ページをご覧ください。 

この「議案第 6号」の実施状況の公表でありますけども、このあとに説明

いたします「議案第 7号」の最適化活動の目標の設定等につきましては、い

ずれも農業委員会等に関する法律等により、作成・公表しなければならない

ものとなっております。 

このため、今月の総会で、その原案をご審議いただくため、上程させてい

ただきました。 

なお、このあとの公表までの予定ですが、実施事業の公表につきましては、

関係機関へ意見照会を行いまして、パブリックコメントを実施し、その結果

を基に、農業委員会の見解を加え、補正した後に、最終案として６月の総会

に議案上程させていただきたいと考えておりますのでよろしくお願いいた

します。 

それでは、7 ページになります。この「農業委員会の農地利用の最適化の

推進状況その他事務の実施状況の公表」につきましては、これまでは「目標

及びその達成に向けた活動の点検・評価」とされていたものですが、令和４

年度制度改正により名称や内容が変更となったものです。 

７ページをご覧ください。Ⅰ農業委員会の状況 令和４年４月１日現在と

なります。耕地面積や農家数、農業委員会の体制などとなっておりますので、

ご確認をお願いいたします。 

８ページをご覧ください。Ⅱ最適化活動の成果目標、（１）「農地の集積」

についてになります。 

① 「現状及び課題」ですが、利用集積の現状としましては、管内の農地

面積６，７８０haのうち、これまでの集積面積は４，２７９ha、集積

率は６３．１％となっています。 

② 「目標」は、集積目標４，５０８haで、集積率を６６．５％といたし

ました。 

③ 「実績」です。新規集積面積１１８haとなり、集積面積４，３７９ha 
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で、集積率が６４．９％とで、目標の達成状況は９７．５％となりました。 

「農業委員会の点検結果」ですが、関係機関と連携し、相談・指導をきめ

細かく行うとともに、農業委員や農地利用最適化推進委員のみなさんから調

整役を努めていただき、「あっせん活動」を展開いたしました。 

次に、（２）「遊休農地の発生防止・解消」についてです。 

①「現状及び課題」ですが、現状としましては、１号遊休農地面積は、   

２．６ｈａで、緑区分だけとなっています。 

②「目標」は、令和３年度の緑区分の遊休農地面積２．６haの５分の１ 

０．５２haを目標としております。 

③ 「実績」は、０．７９haで、達成状況が１５２％となっております。 

④ その他、農地パトロールを８月２２日２３日に実施し、９月３０に取

りまとめ、意向調査を１０月に実施して、調査結果を１２月に取りま

とめました。 

「農業委員会の点検結果」ですが、農業委員や農地利用最適化推進委

員、関係機関の職員のみなさんから調査にあたっていただき、新規発

生が ８筆、０．７６haとなり、所有者に対し、解消に向けた指導を

行いました。 

次に、（３）「新規参入の促進」についてです。 

① 現状及び課題について、記載しております。 

② 目標は、過去３年間の平均１７．５ha の１割以上１．８ha として

おります。 

③ 実績は、１経営体、０．６haで、個人の参入がありました。 

「農業委員会の点検結果」ですが、新規参入への貸付等の面積は、達

成できませんでしたが、新規１法人が参入を進めており、あっせんの

調整をしておりますので、次年度に増える見込みとなっております。 

次に、２．最適化活動の活動目標 

（１）推進委員等が最適化活動を行う日数目標を８日としております。 

（２） 活動強化月間の設定では、 

① 目標を３回、８月の遊休農地の解消、１０月、２月の農地集積

としております。 

② 実績ですが、８月２２日２３日に農地パトロールを実施し、遊

休農地の解消に向け取り組みました。１０月、２月の農地集積

では、担い手農家に農地集積・集約化を図るためのあっせん活

動を展開いたしました。 

１１ページをご覧ください。 

（３） 新規参入相談会への参加 

① 目標 随時としておりました。 

② 実績 １回 新規参入相談会に２名が参加しました。 

目標の達成状況の評語については、「目標に対して期待どおりの結果得ら

れた」人数が８割を超えておりますので、「目標に対して期待どおりの結果

得られた」としました。 

推進委員の点検結果・評価結果評語ごとに該当する人数を目標の８日を目

安に判断して、記載しております。 

１２ページ Ⅲ 事務の実施状況になります。 

１．総会、部会の開催実績 定例会開催以外に改選がありました。農地

法第３条に基づく許可事務です。１年間の処理件数 ５０件 許可５

０件です。処理期間は平均２５日となっております。総会開催日、申

請締切日について、公表しております。 

Ⅲ番農地転用に関する事務です。権限移譲は、〇を付けている２つになり

ます。１年間の処理件数 ５７件 許可５７件です。処理期間は平均２５日
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です。 

違反転用への対応です。農業委員、推進委員による日常的な現地確認等、

抑止効果となった。ホームページに違反転用、農地パトロール実施中のチラ

シを掲載し注意喚起を行いました。 

実績として、１ha の違反転用を解消したところです。 

以上で、議案第６号につきまして、説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第６号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況そ

の他事務の実施状況の公表（案）について、ご質疑がございましたらお願い

いたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「な し」の声 ）  

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第６号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の

推進の状況その他事務の実施状況の公表（案）について、原案に同意するこ

とにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第６号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化

の推進の状況その他事務の実施状況の公表（案）について、原案に同意する

ことに決定いたしました。 

続きまして、日程第９ 議案第７号 令和５年度最適化活動の目標の設定

等（案）について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

五十嵐局長、お願いします。 

 

議案第 7号 令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）について、ご説

明いたします。議案書は、別冊１３ページをご覧ください。 

この「最適化活動の目標の設定等」につきましては、令和 3年度までは「目

標及びその達成に向けた活動計画」とされていたものですが、令和４年度制

度改正により名称や内容が変更となったものです。 

先ほど説明したとおり、４月公表しなければならないものとなっておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、議案書別冊１３ページをご覧ください。 

令和５年４月１日現在の「農業委員会の状況」となります。現在の農業委

員会の体制や、農家数、耕地面積などとなっておりますので、ご確認をお願

いいたします。 １４ページをご覧ください。「Ⅱ 最適化活動の目標」に

ついてとなります。 

「1 最適化活動の成果目標」、（１）農地の集積、①現状と課題 

についてですが、現状としましては、管内の農地面積６，７６０haのうち、

これまでの集積面積は４，３９７ｈａ、集積率は６５．０４％となっていま
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す。 

「② 目標」についてですが、第５号議案で説明した「農地利用最適化の

推進に関する指針」に基づき、目標年度を１０年後の令和１５年度、集積率

を８０％としたものです。また、今年度の新規集積面積８５haにつきまして

は、毎年度これだけの集積を進めれば、目標を達成することのできる面積と

して設定しております。 

（２）「遊休農地の解消」についてですが、現状としましては、直近の利

用状況調査により判明している遊休農地面積は３．３haとなっています。 

このため、②の「遊休農地の解消」に係る目標面積は、国の指針にしたが

い、その５分の１の０．６６haとしたものです。 

次に、「（３）新規参入の促進」についてとなります。 

「① 現状及び課題」につきましては、過去３か年の新規参入に係る現 

状となっています。また、「② 目標」につきましては、国の指針に基づき、

過去３か年の新規参入経営体の平均面積３９１ｈａの１割以上となる４０

ｈａとしたものです。「２ 最適化活動の活動目標」についてですが、「（１）

推進委員等が最適化活動を行う日数目標」につきましては、国の指針に基づ

き、１月当たり１０日と設定しまいした。 

また、（２）の「活動強化月間の設定目標」では、活動強化月間の設定回

数を３回とし、それぞれ「遊休農地の解消」、「農地の集積」、「新規参入の促

進」を各１回で設定いたしました。 

最後になりますが、（３）の「新規参入相談会への参加目標」につきまし

ては、１回、新規就農チャレンジフェアに２名参加で計画いたしました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第７号 令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）について、ご質

疑がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「な し」の声 ）  

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第７号 令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）

について、原案に承認することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第７号 令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）

について、原案に承認することに決定いたしました。 

ここで説明員を交代いたします。 

 

─ 説明員  交代  野﨑係長 ─ 

 

続きまして、日程第１０ 報告第１号 農地法第１８条第６項の規定によ

る通知についてを議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いします。 
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議案書の 133ページをご覧ください。 

報告第１号 農地法第 18条第 6項の規定による通知について説明をいたしま

す。 

今月は 31件あります。契約内容別では、農地法第 3条の使用貸借権設定の解

約が 1件、農用地利用集積計画の賃貸借権設定の解約が 28件、中間の賃貸借権

設定の解約が 2件です。 

解約事由の主なものでは、借り手の変更の解約が 133 ページの 29 番、134 ペ

ージの 1 番、2 番、137 ページ 3 番、4 番、5 番、138 ページ、8 番、9 番、139

ページ、10番、143ページ、17番、144ページ、18番、146ページの 24番、25

番、147ページ、26番です。 

続きまして契約内容変更のための解約が 139ページ 11番、140ページ 12番、

13番、141ページ 14番、15番、142ページ 16番です。 

続きまして売買のための解約が 145ページ 20番、150ページ 21番、152ペー

ジ 22番です。 

そのほか詳細につきましては、記載のとおりであります。 

以上で報告第 1号 農地法第 18条第 6項の規定による通知について説明を終

ります。 

  

 ありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりました。 

 報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。ご承知おきをお願いします。 

続きまして、日程第１１ 報告第２号 農地法第５条第１項の事業完了届に

ついてを議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いいたします。 

 

議案書の 155ページをご覧ください。 

報告第 2号 農地法第５条第１項の事業完了届について説明します。 

事業完了届は 1件あります。 

受付番号 61番、転用事業者は記載のとおりです。土地の所在が七島字羽手場

（はてば）、転用面積は 1筆で 565㎡の内 216㎡です。転用目的は仮設工事事務

所です。許可年月日及び許可番号が令和 3年 6月 1日、阿農委第 503008号、 

変更年月日及び許可番号が令和 4年 2月 1日、阿農委第 20号、完了年月日が令

和 5年 3月 24日です。 

場所につきましては、156・157ページの位置図・案内図をご覧ください。 

京ヶ瀬地区、旧前山小学校の南東に位置する場所です。 

158ページの更正図をご覧ください。申請地を斜線で表示しております。 

159ページには土地利用計画図を掲載しております。 

当該地は 4月 24日に現地確認をしてまいりましたが、建物も撤去され、転用

前の畑地状況に復旧されておりました。 

どの段階を持って完了とするかは各市町村農業委員会の判断にゆだねられて

おりますので完了とみなしてまいりました。 

過去の実績から見て十分信用のある業者であり特に問題は無いと判断しまし

た。以上、農地法第５条第１項の事業完了届について説明を終わります。 
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議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

（中村） 

 

議長 

（見尾田） 

 

 

 

委員 

 

議長 

（見尾田） 

 

ありがとうございました。 

この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。６１番案件について、２番 中村委員より、現地確

認報告をお願いします。 

 

 ２番 中村です。今ほど事務局から説明のあったとおりです。何時でも作

付け出来るような状態でした。なおも皆さまの慎重な審議をお願いします。 

 

ありがとうございました。 

現地確認報告の説明が終わりました。 

報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 

ご承知おきをお願いいたします。 

 

 以上で、本日の総会の案件の審議はすべて終了いたしました。 

ご協力誠にありがとうございました。 

 

 

  

 

－ １５時０４分終了 － 
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会議の経過を記載して相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

 

   令和５年４月２８日 

 

 

 

    議事録署名委員   ３番                ㊞ 

 

 

    議事録署名委員   ４番                ㊞ 

 

 

    議事録署名委員   ５番                ㊞ 

 

 

    議 長 

農業委員会長                      ㊞ 


